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23 日の段階で、町野グランドゴルフ場仮設

団地、南志見多目的グラウンド仮設団地の両

現場で、最初に大工工事を開始した棟は界壁

の施工、軒天の納めの段階まで進みました。

棟によっては土台引き、建て方といったよう

に順次工程が進められています。また、両現

場とも次の工区の基礎工事も始まっており完

了次第、大工工事に移っていきます。 

南志見には、石川県連前青年部長の高田さ

んも就労しています。大工工事初日の 18 日か

ら参加している高田さんは、「初めて一緒に仕

事をする仲間同士がほとんどという環境での

スタートだったが、意思疎通はじめ役割分担

なども大分スムースになってきた感じがする。

１棟ごとに班長が選任されて進めているが、 

自分はこの棟の班長として日々７～８人の仲

間をまとめつつ進めている。自分たちが施行

している仮設住宅の完成を待っている被災者

のためにも引き続き頑張っていきたい。社会

的な意義も大きく、やりがいも感じている」

 
棟ごとに異なる工程を上手に回していく（25日・南志見） 

 
「社会的な意義大きくやりがいも」と高田さん 

新規登録の CCUSカードを配布 
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令和6年能登半島地震 災害対策ニュース 

 

工事順調 早い班では瓦上げ開始 
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と仕事の合間に明るい笑顔で応えてくれまし

た。 

24 日は日曜日となり、一斉現場閉鎖日です。

就労者全体で休養となります。 

25 日も町野、南志見と共に工事は順調に進

んでいます。進行が速い棟では今日から瓦上

げが始まっています。電気工事の皆さんも工

事に入りました。一方で、同時進行で土台引

きを行う棟、棟上げを行う棟もあり、就労す

る皆さんが棟ごとのチームで協力しながらそ

れぞれの仕事を進めています。 

南志見の朝礼では、現場監督から

の工程説明等の後、各棟の班長と監

督によるミーティングが行われ、本

日の作業の流れ等について確認して

いました。班長は監督と連携しなが

ら従事するみなさんに、棟ごとの進

捗に合わせた細かな指示を出す役割

も担っています。 

また、今回の仮設建設への就労を

機会に CCUS技能者登録を行った方の

カードを現場で配布し、受領した就

労者は今後、カードリーダーでの就

労履歴を蓄積できるようになります。 

町野に就労している富山県連の中

島さんは初めて応急仮設木造住宅建

設に従事。「就労前は木造と言っても

自身がやってきた大工仕事と勝手が

違うのではないかと心配したが、実

際に仮設の現場で仕事をしてみると

迷うことなく対応することができた。

様々な部位の作業に対応することが

でき、今日はこの棟の界壁のボード

張りを行う。自身と同じ北陸の被災

者が安心して生活できるようにスピ

ード感を持ちながらも丁寧な仕事を

していきたい」と感想を語ってくれ

ました。 

 

 
界壁工事も順調に進む 

 
就労者にCCUSカードを渡して説明 

 
チームでその日の段取りを打ち合わせ 

 
就労にあたっての感想を語った富山県連・中島さん 

現場監督と班長で打ち合わせ 

作業の流れ確認し細やかな指示 

「
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